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ゲームが数学や物理の面白い問題 とつながる例は案外多いのである。例えば,佐

藤幹夫氏のマヤゲーム (フ ェルミ粒子のエネルギーレヴェルの変化から発想された

由)は η文字対称群の表現論における中山一 Murnaghanの指標 l●Lの 漸化式と密接

に関係する (ら しい!?)。  今次のようなゲーム (Schwenk― Gameと いう)を考え

る。 /を 自然数の全体 N上 で定義された実数関数であって,次の性質をもつものと

する :

1)/1“ )《 %(π =1,2,… …)2)/(1)《/(2)《……。 この時机上にいくつ

かの碁石 (例 えば ″=1054個 )を置 き,甲 ,乙 二人が次のルールでゲームをする。

1/f)先手の甲は力個の碁石を取去る。但し1《 《々η-1な る任意の自然数とする。

(口 )次の手番の乙はノ個の石を取り去る。但し′は1《′《/(力 )な る任意の自然数

とする。レヾ以下,次の手番の甲は,直前に取り去られた個数ノを用いて,″個の石

を取り去る。但し″は1《π《/(′ )な る任意の自然数とする。l―)以下同様に続け

て行 き,最後に机上の碁石をすべて取 り去 った者を勝 ちとする。この時 ,後手必勝

形 とな っている初期の石のrD」 数のなす数列 αl,α 2,… …はどのよ うな ものか ? そ

れは次の Sclawmkの法則 で与え られる : αl=1, 一般に , αl,… … , αη が定

まったとき, /(αノ)>απなる′の最小値 (1《 ノ《π)を ′=ノ (%)と おき,

α%+1=αノ十
α%で与えられる。例えば,“ 2倍取リゲーム "の場合,即ち/(χ )=

2χ なら,(α ″}は有名なFi bonacci数列 1,2,3,5,8,… … (グ・′ακ+1=ακ

十α″_1)と なる。そこで,/が どのようなとき,{α η}が一般 Fibonacci型 と

なるか?(すなわち一定の/と %0と があって%》 πOの ときαπ+1=α %十α%_γ )

という問を考え,マ イコンに実験させたD/(π )=″ 一月κ)と して,点 (″ , ″(″ ))

(η =1,2,… …)の描く "曲 線 "の グラフを種々の/に ついてCRT上 に書かせて

見た。すると/が 一次式 :/(″ )=ス ″十μのときは, λゃμを様々に変えても, ″

→∞のとき″(π )が 常数化するということがまさにCRTに描かれたのである。その

実験途中のグラフ (対称的に2つ描いている)が表紙の図である。これに力を得て

/(″)=(80″ 8+8oo): なども一般FibOnacci型 となることがわかった。そしてと

うとう一般の法則 :″ム色
立
努
生 が存在すれば〔απ)が一般Fibonacci型 となると

いう小発見に辿りついた。マイコンが教えてくれた法則といぇようo(尚 ,さ っきの

/(″ )=(80″ 8+800): の時は {α %)は {1,2,3,5,8,… … }と なりFibOnacci

数列となる)。

(岩堀長慶 :数学 )

表 紙 の 説 明
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画漫ルアモ

最近 ,私 のil■ 官のもよおしに関連 して,或 る人

が「木村地質学」 という言葉を使 った。それで ,

そんな言葉づかいは しないでほ しいと申 し入れた。

私が「地質学」とい う名の教科書を書いたとして
,

それについての学生言葉 としての「木村地質学」

はあ り得 るかも知れない。しかしそれは,「先生

といわれるほどの馬鹿でな し」に似 て,ほ め られ

た意味を持つものではない。またあるイデオロギ

ーの教祖であったとしたら,そ のような言葉があ

り得 る。しか し,幸 に して,私はそのような教祖

ではない。む しろ逆に ,本郷に来 てからしばらく

の間は ,学外にあ ってイデオロギーを標榜すると

称する人達の
は
地質学 "に ,ど のよ うに対応する

かを苦慮 したことがある。ただし私は, イデオ ロ

ギーでそれに対応 したことはないし,ま た今の私

に とっては遠い昔話 である。

地質学 とい う学問においては,自 然を如何に解

明するかが問題である。地質学はいつまでたって

も地質学 であって,そ れが個性をもつことはない。

私の研究について ,固 有名詞を冠 し得るものがあ

るとすれば,木村式野外地質調査法といった文字

通 り泥臭いものであ って ,自 然を解明す るための

技術とか,手法である。

地質構造を作 る原因は地下の深いところにある。

それは 当然のことであるに もかかわ らず ,実 際に

地質構造や地質構造発達史を研究するとき,地表

にあらわれたものばか りに注 目 して,平面的考察

に終 ってしまうことが多い。ルービックキューブ

で一面だけ色が揃 ったとき,「できたできたJと

喜んでしまうのに似 ている。私は温度や圧力の違

いに応 じて,地 下のやや深いところから浅 いとこ

ろにかけて,ど のように地質構造の違いができる

木  村  敏  雄 (地質 )

かということを研究 して きたし,そ の研究方法を

応用 して日本の地質構造発達史について従来 とは

相当に異なる見解を得 ている。その ことから,私

の研究法について「木村地質学Jと 呼ぶ人があっ

たのであろう。しか し,ル ー ビックキューブの全

面を仕上げたといぅ段階にはまだほど遠 い。ただ

ルー ビックキューブと違 って ,ほ とんどでき上 っ

たと思いなが ら,最 後にどんでん返 しを喰 うこと

だけはなさそうだと思 っている。

ルー ビックキュープの一面合わせ といえば,最

近地学の上ではや っている "モ デル "と 称するも

のにそのよ うなものが多し―ヽ。そ してその非常に多

くがプ レー トテク トニクス説に関連 してい る。プ

レー トテク トニ クス説の中で,大洋プレー トが大

陸プ レー トの下に もぐり込む とい う考えには確か

に立体性 がある。しかし断面を考えるときには断

面だけの一面的思考になるし,構造帯の形式 とい

う問題になると,地表面だけについての一面的思

考になる。このよ うに書 くと,虎の威を借 りた人

達はす ぐに私はプ レー トテク トニ クス説に反対 し

ているのだという。そ うではなくて ,私はプ レー

トニ ク トニ クス説は正 しいと信 じているけれ ども,

その説によって推論可能なはんいか らはみ出 した

考えや,そ れに悪のりした考えが多すぎると云い

たいのである。

モデルは ,数 値解析 によって立証 されたとき ,

またはそれを作製することによって ,そ の作製 に

用いたデータ以外の多数の事実や現象を うまく説

明できるとき,信 頼性があると認め得る。またモ

デルのイラス トはしば しば我 々の想像力をわき立

たせ,学問を推進させる。ただ しそのイラス トに

価値があるのは,提唱された最初の段階のもので
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ある。 ここで私がプ レー トテク トニ クス説に悪の

りしたとい う
は
モデル "に はそのような意味での

信頼性はない し,そ のイラス トに目新 しさもない。

本州孤の西北隅にある飛騨帯が中国や朝鮮半島

とかつて一体 とな って固定 していて,本州孤の他

の部分は ,い くつかの “小陸塊 "と して赤道近 く

からつぎつぎに移 JJJし てきて寄せ集め られたとす

る考えもまたキューブの一面合 せの
は
モデル "で

ある。それにもかかわらず ,地下深 くの地殻構造

までもこのよ うにして出来たと考え ,そ の ことが

は っきりと証明されたとする人がいるのだか らす

さまじい。地下深 くはい うまでもな く,地表近 く

についてもこの考えは誤 っているのである。この

よ うに , "小陸塊 "が赤道近 くか らつ ぎつ ぎに移

動 したと考 えたのは ,そ の "小陸塊 "区 の古地磁

気がそこがかつて赤道近 くに位置 したことを示 し

たからである。ところが一面合せが完成 しそうだ

と喜んでいた人達にどんでん返 しがきた。北 シナ

ー朝鮮半島 (中・ 朝陸地 )は中部 シベ リアから遠

く離れて,かつて赤道近 くに位置 していたことが

わか ったからである。本州孤 の区域は長い間 ,中

・ 朝陸地 と共に,赤道近 くにあったものである。

私の研究室の者が ,東アジアを固定 させて, “日

本列島内部の小陸塊 "を つぎつぎに移動 させる考

えを “天動説 "だ とい ったが,ま さしくその比喩

の通 りであ った。飛騨帯を固定 させるべ きではな

くて ,本州孤区全体が中 。朝陸地 と共に移動 して

いたのであって, “地動説 "を とるべ きものであ

った。

本州孤区域が,少 くともその主体が ,中・ 朝陸

地 から遠 く離れていなかった,あ るいは少 くとも

それと同一の生物区をなしていたことは,古生物

の研究か らよ く知 られていたことである。また ,

形成時代を異にする
こ
小陸塊 "の平面的なつなぎ

合せで本州孤の形成が説明 し得 ないことは,構造

地質学や層序学の これまでの研究か らわか り切 っ

ていたことだ ったのである。

構造発達史の過程の諸現1象 のすべてを ,プ レー

トテク トニクス説によ って数 l■L解析可能 なまでの

モデルにまで作 り上げることは ,ま だ誰 もな し得

ていない。大洋プ レー トのサブダクシ ョン,地下

での熱の発生 ,マ グマを形成 する物理化学現象 ,

マグマの上昇 ,そ れに伴 う周辺地塊の変形などの

諸現象がそこに包 含される。その 1つ 1つ がまだ

完全にモデル化 し切れない ものがある。コ 陸ヽ塊 "

寄せ集め説の誤 りのもとは,特定のデータのみを

プレー トテク トニクス説にむりやりにあてはめる

という,モ デル作製法の誤 りにある。その “モデ

ル "は 1つ 1つの陸塊が大洋プ レー トと共に移動

して固定大陸に付加するときの漫画の 1コ マ 1コ

マとしてあらわされる。 は
小陸塊 "の形成の過程

や, 1コ マと次の 1コ マとのつなぎが問われるこ

とはない。そこにカタス トロフィズム (天変地異

説)復活のきざしさえある。ネオカタス トロフィ

ズムと私が呼んでいるものである。このようなも

のはモデルと称するに値しない。そのイラス トは

「モデル漫画」というべきものであろう。

テレビが普及し,漫 画本が大学生に好んで読ま

れる今日,言葉を使っての思考の退化は著 しく,

なげかわしいものがある。思考力の退化が ,コ ピ

ーの容易さが,複写した文献の中でのモデル漫画

だけに目をさらすという風潮を作り,かつ助長す

る。学生にそのことを注意すると,「 だって分 り

やすいですもの」という。「単純で分 りやすいも

のは正 しいJと する間違 った考えさえ生まれかけ

ている。どうしたらそんな風潮の蔓延が防げるの

かと,退官を前にして私は真剣に考えている。

●
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のもなき好

"好 きなもの,苺 ◆コーヒー・ 花・ 美人

懐手 して,宇宙見物 "

この歌は,た しか寺田寅彦先生の作と記憶 して

いますが ,私の好 きな一首 です。これを拝借 して,

本郷生活約30年 のあれ これを ,想 い出すま ゝに記

してみます。

苺では,ま ず ,若 かりし頃 (今 でも若 々しく活

躍ですが)の H先生 自作になる,そ れは美事で大

きな ショー トケーキが第一 に想い出されます。拙

宅で研究室のパーティを開いたときなど,よ く自

作のケーキを持参 して工学部から特別に参加 して

下さい ました。 “Hさ んのケーキ "と その 日を心

待 ちしていた子供達はすでに成人 し,や がて老夫

婦二 人の静かな 日々が ,私 どもの家にも訪れるこ

とになるでしょう。そんな 日には,小型のもので

結構 ですか ら,ま た美事な味を楽 しませていただ

きたいものです。

コー ヒーといえば ,大学院の学生だった頃同室

のY君 に連れ ら―れ て,本郷通 り農学部の先にあっ

た “南米 "に よ く通 いま した。建築の岸田 日出刀

先生や ,音楽家の巌本員理 さんを ときどきおみか

け しま した。やせて眼つ きの鋭い主人 ,肥 えた気

立てのよい小母 さん,老夫婦二人 で営むこれとい

って目立つところがない小 さな店 で したが, "ま

がい もの "が 多かった敗戦後間 もない頃の本郷通

りでは,数少ない
は
ほんもの "の 味が楽 しめまし

た。 “まがいもの "と は
ほん もの ",´ この二つの

“もの "の 区別を ,店 の構えや従業員の数 ,或 は

看板の如何 などではつけ難いことを ,味 (み )を

植 村 泰 忠 (物理 )

もって識ったことは,繁栄を誇る今日に,コ ーヒ

ー店ならぬ学問研究の場でも変らぬ真実ではある

まいかと想い起こされます。

コーヒーを飲みながら, “彼女の脚の線が素晴

らしいんだ "な どとフィアンセのおのろけを聞か

せてくれたY君 ,今は故人となったその脚線美の

令夫人,と もに私の青春絵巻のなかで懐かしい人

々です。

花は,上野の桜,湯島の梅 ,根津のつゝじと本

学 Fnl辺 は名所にこと欠きませんが,キ ャムパスや

小石川植物園の桜にはなかなか風情がありますし,

日光分園の “みずばしょう "も 忘れ難い眺めです。

学部長の頃 ,お役目がらときどきお訪ねした分園

のKさ ん夫妻は,そ の後御健在でしょうか。分園

の植物一本一本に深い愛情をよせながら案内して

下さった姿が眼に浮かびます。

何によらず ,花の開 くのをみるのは楽しく心地

よいもので,毎年花の季節の訪れとともに博士論

文を仕上げた人の晴ればれとした表情に接する楽

しみもこれに似ています。大学の教員として,研

究や教育,と きには管理運営に関する業務など ,

さまざまな仕事に当面して来た現在 ,在職の期間

を通 じて一番忘れ難いことは何かと間はれれば ,

いくつかの特別な経験を挙げるよりは,こ れらの

人とかつて研学の日々をともに過せた楽しみと ,

その一人一人の個性が開花 し伸長するさまに目を

見張るような想いを幾度か体験できた喜こびとを

挙げるのが,今の私の気持ちにもっともふ さわし

いように感 じます。

戦後は,女性の職場進出が著しく,かつて職場
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の花 と眺められた時代から,今 日では一層実質的

な力 となる段階に達 しています。職場 と しての大

学 も ,そ の例外ではありません。しかし,美人 と

なれば女性の姿を眼に浮かべ るのは男子の本性 ,

最近のキャムパスを彩 る レディー達はまことに美

しい眺めです。
°
それでは君の忘れ難 き人とは誰

かね ?"な どと,意地悪い友人の質問を受けるの

に先立 って , “皆さんそれぞれに美 しく忘れ難い

方 々で "と ,角 (か ど)が立たず ,角 (つ の)も

出ない答 えを用意 して ,私 を八方
い
美人 "の 一人

に数え ていた ゞきましょう。

さて,結 びの下の句 "懐手 して宇宙見物 "です

が ,ま ことに悠々として雄大な結 びではあ ります

まいか。科学者寅彦先生の達人 としてのお心が偲

ばれ ます。

寺田先生が物理学者 として活躍 された時代から

みれば,現在の科学研究の実態は質の面でも量の

面でも大 きく変貌 し,国 の政策や ,社会の動向が

複雑にからんでいることなど,先生の時代には現

れなかった種 々の問題が提起 されています。今 日

の大学が直面する問題 もまた同様です。や 受ゝけ

身の姿勢 で ,傍観者的 ともうけとられかねないこ

の下の句の境地は,も はや過去の もので ,今 日の

ものでないとする見解 もあ り得 るで しょう。戦後

の荒廃 から今 日の繁栄に到 る日々を ,い わゆる猛

烈社員の特攻精神で働 き抜いてきた世代 の者 にと

っては "懐手 して宇宙見物 "と 結ぶよ りは,た と

え歌の様 (さ ま)に はならず とも “捩 り鉢巻 ,徹

夜研究 "と でも結ぶ方が ,却 ってピッタリするか

も知れません。しかし,私は ,今風 にいえば ,こ

のギ ンギラギ ンの 日々をさりげな く,懐手 して宇

宙見物 の境地 で受 けとめることが ,今 日の ,そ し

て明 日の研究者 に求められているのだと思 うので

す。

懐手 して不精をきめ こむ怠け者は困 った存在 で

しょうが ,やれ研究費の調達だ ,某 々委員会だ ,

さらにはあちらこちらのコンファレンスの講演だ

と,忙 しい雑用や,激 しくしかも空 しい先陣競争

などの渦中に巻き込まれ勝ちの今日の研究者には,

しばし懐手 して思索と観想のときを持つことが ,

"ほ んもの “の研究を産み出すためには欠かせぬ

要素でありましょう。宇宙の扉を自らの手で開く

“見物 "の 仕方は科学研究の正道で,懐手 してで

も自ら考え抜いてゆく過程なしには扉は容易に開

かれますまい。同時に,他人の手で開かれた扉の

向うの景観も,こ れを素直な眼で "見物 "で きる

′と、を失 うようでは,人間として悲しいことです。

囁
懐手 して宇宙見物 ",こ の下の句の悠々として

雄大な境地が示す,自 由で高貴な精神 とその品位

ある香 りが,今 日の科学研究の情況のなかで一層

想い起こされる所以であります。

自分のことを棚上げして,何 だかお説教のよう

な書き方を して恥かしく思います。説教調が出る

ようでは ,ま さに定年退官がふさわしい時期なの

でしょう。理学部在職中を文字通り懐手してすご

した不精て怠け者の私が,と きには自然の神秘を

見物 させていた けゞたり,た まさかその一隅を自ら

のぞいたような気になったりできたこと,学部長

などの責めを何とか無事に務められたことなど ,

これらはすべて,理学部の教官 ,職員そして学生

の皆さんが,時に応 じてお寄せ下さった力添えと ,

その寛容な友情の賜物です。この理学部の温かい

居心地のよさこそ ,長 い間それに十分ひたらせて

いただいて来た私が ,実は一番 “好きなもの "で

あったのかとも思います。

数々の御厚意に対し心から感謝しつ ,ゝおわか

れの言葉を記 しましょう。

"皆様,長 い間ほんとうに有難 うございましたよ

-5-



象
ロ
ＩＪ
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トの旅

太平洋戦争が始 まったばかりの昭和 17年 4月 に

東大に入学 してから40年 。その間 ,お茶の水女子

大学に奉職 した約 2年半を除いて,研究室が理学

部 2号館 2階の南東隅からほとん ど離れることも

な く過 させていただいた。専攻分野の性格から旅

行の機会 に恵まれ ,そ の間地球上のすべ ての大陸

の片隅に足跡を残すことができた。内外 の各地 に

おける旅行 でえた印象は数多いが ,中 でもとりわ

け鮮烈なま ゝに残 っているものが二つある。

思 わぬきっかけから,ス キーをはいたこともな

い私 が第一次南極観測に参加することにな り,約

半年の間ゆれる宗谷に身を託 して,南極に赴いた。

南極で行動 した約40日 の間は ,基地設営 という至

上命令があるために ,そ のほとん どの時間を氷状

観察 や物資の輸送などについや し,本来 の任務 で

ある地形調査に従事 したのはわずかに 3日 であっ

た 。初めの 2日 間は,地質の立見現名誉教授 とと

もに,昭 和基地南東約25師にある南極大陸の沿岸

を調査 した。こ ゝでは ,海抜 500πあまりの山地

を呑まんばか りに迫る大陸氷河の巨大 さに ,た ゞ

圧倒 されるばかりであった。それよりも強い印象

として残 っているのは, 3日 目に歩いた西オング

ル島の風景からえたものである。最高点でも海抜

50π 足 らずのこの島は,かつて大陸から広が って

いた氷河の浸食を うけて,20π 内外の起伏を示す

なだらかな丘陵である。この年は残雪が比較的少

なか ったので,片麻岩の赤茶 けた岩肌が奇怪な模

様を画 きなが ら,波状に起伏 していた。小 さい島

ではあるが ,日 立 った地形 がないために ,う か う

か していると迷いかねない。ところどころ岩肌に

へばりついている地衣類の小 さな群落の他には ,

生物は見 られない。聞えるのはた 風ゞの音 ばか り

吉 川 虎 雄 (地理 )

である。ふとこ はゝまだ誰も人間の来たことがな

い土地であることを思い出した。一瞬,こ の単調

ではあるが異様な景観を呈する土地が月の表面で

あるかのような錯覚に襲われた。冷静に考えれば

そうでないことはすぐ判断できるのであるが,た

とえ一瞬とはいえ,こ のような錯覚をおこさせる

ほど,私には強烈で異様な印象であった。 5年後

再びこの地を訪れる機会をえたが,その時には ,

基地から多少離れてはいるものの,やはり人間が

住みついた土地の一部であるという印象はぬぐい

切れず ,も う新鮮な感慨はわかなかった。

もう一つの印象は,四国室戸岬でえたものであ

る。私たちの研究分野では古くから有名なこの土

地を私が初めて訪れたのは,1962年 の秋のことで

ある。当時は,安芸から長時間狭い悪路をバスに

ゆられて,よ うやく室戸の町に到着する時代であ

った。室戸岬の少 し西方に突き出た行当岬から海

岸段丘を登 りつめて,後ろの山地にさしか ゝる辺

りに,四 国八十八ケ所の一つ光明院金岡1頂寺があ

る。このお寺の本立につ ゝまれた境内の一角から,

室戸岬の全景が眺められる。それは,かなり急な

小径を高さ200mばかり登ってきた者には,救 わ

れる思いがする見事な風景である。太平洋に突き

出た室戸岬の岩礁には自波がくだけ,そ の後ろに

は緑の林にお わゝれた高い海岸段丘がひろがり,

その崖下にへばりつくように漁村が点在 している。

それは確かに雄大な眺めであるが,し かしそれだ

けならば,日 本の他の海岸でも時々見られる風景

とあまり違わない。この風景が私を強くひきつけ

たのは,海岸段丘が肉眼で見てもわかるほど室戸

岬から西に向って低 くなっていることである。そ

れは地殻変動によって地表が傾むいたことを物語

-6-



る確かな証拠に他ならない。それをこれほど見事

に肉眼で一望のうちに収められるところは,そ れ

までの旅ではついぞ見たことがなかった。また ,

大地震のたびに室戸岬が北に向って傾むきながら

隆起した痕が,こ れほど見事に見 られようとは予

想 もしないことであった。そして,ま た今にも土

地が傾きそうな印象を うけた。その後 ,室戸岬が

日本の地形に関心をもって訪れる外国の研究者を

案内するのに格好の場所の一つになったことは ,

いうまでもない。今では金岡1頂寺まで車で行ける

ようになったから,こ の風景をたゃすく眺めるこ

とができる。また,室戸岬の後ろの山地にはスカ

イラインが開通 して開発の手がのび,自 然の風景

はかなり損なわれるようになった。そして,急な

小径をあえぎながら登りつめた後にえられたあの

強烈な印象は,今ではもはや期待できないのでは

なかろうか。これが,そ の後野外実習で学生諸君

とともにこの地を訪れるたびに抱 く実感である。

数多 くの旅でえた印象の中で,こ の二つだけが

私の申で風化しないま 鮮ゝ烈な印象として残 って

いるのは,何故であろうか。思うに,そ れらのい

ずれもが何らかの形で私の研究に一つの転機をも

たらしたからであろう。これからは研究室で処理

する仕事がますます多くなることと思うが,それ

でも地理を学ぶ者にとって,旅 でえられるものの

大切なことは,いつまでもかわらないであろう。

これまでの私の旅は,そ のほとんどすべてが研究

に結びついたものであった。そして,眼前にひろ

がる風景を,ひ ととき研究から離れて,虚心に眺

めることがいかに少なかったかを,今 さらのよう

に感 じている。これから先も旅する機会は少なく

ないと思 うが,そ の時には,こ れまでとは違 つて ,

さまざまな風景をもっと広い角度から眺めるゆと

りを持ちたいと思 う。

ともあれ,今ふ りかえって見ると,ずい分旅行

する機会をえたものである。もちろん,すべての

旅が楽 しいばかりであったわけではない。むしろ,

苦しい思いにさいなまれつ 歩ゝきつづけたことが

多かった。しかし,そ れも後になると,かえって

忘れられない思い出である。こうした旅の機会を

許していただき,そ れを通 じて研究を進めて来ら

れたことを,深 く感謝したい。

最後に,理学部の一そ うの御発展と皆様方の御

活躍をお祈 りいたします。

0)
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拶御

tヽ よ、ヽよ1区切りを'つけなければならないことに|

なると.,築押いろいるのことがあるものですo例

年鵡 なきるり きになることを同気なく調

んでいました.が,これも自分薫 .こ とrな ると

難しいものですЪ

理学部分方子御漆響すると言.っ ても,大靱 方

t‐l.顔はもちろんお墓前も41■l雌げません。

生物化学:料 が躙稲欄年に転識され|た .と きに|は国

葎の簿輝酬まありませ.んでLた0で ,1号館,イび警

1鰤,2号鰻照少し0つ部屋を僣して積ぃて,あ ち

らこちら歩いた御蔭でわつあい多くの方の面識嵯

得ました、それ,からal畷ぎのときにはそ
―
れまで

野 [日1春 彦 (生物イb等)

全く御縁め蕪かっ旋方と‐緒にl■語をする機会も

ありまし|た。  (
これら0ことは全部麟 以上の昔lC・塩づ̀て しま

いました。以来棚 キャンパスでは■番辺郡な隅

rあるよ号鱗で平割に菫さ薔融 きまい咤 それ

が通動の途中で農逢賢いする塩以外進にとんど4"な

場 いと,・ う因
・

れような蕎舞いよう.な状

滉|です。

こ囲辺で夢導饉ます霧時のよ・うです|・ 先lζ側が

あるめかわ|かりません|が ,何れにしても失うもり

も鮮■`こ、とですから,,新らししヽ蟻葡嘔ヽを持って次

の難 進もうと思っています。どうぞよ.ろ しく。

毎 月 1日 は

「省エネルギーJ

の 日です。

一‐3,‐



≪ 学部消息≫

議題  (J

12)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

教 授

1月 20日 (水 )定例教授会

理学部 4号館 1320号室

前回議事録承認

人事異動等報告

寄附の受入れについて

人事委員会報告

会計委員会報告

教務委員会報告

そ の 他

2月 17日 (水)定例教授会

理学部化学教室新館 5階講堂

前回議事録承認

人事異動等報告

理学部規則の一部改正について

転学部について

研究生の研究期間延長について

議題 (D

(2)

(3)

(4)

(5)

(61 昭和57年 度受託研究員の受入れ につい

て

(η  人事委員会報告

(8)教務委員会報告

(9)会 計委員会報告

10 学部長候補者の選 出について

oJ 評議員の改選について

10 素粒子物理学国際協力施設長の選出に

つ い て

10 中間子科学実験施設長の選出について

10 地殻化学実験施設長の選出について

はD 人事委員及び会計委員の半数改選 につ

いて

[0そ の 他

(次回予定 :3月 17日 本肝後 1時 30分 より)

宮 沢 辰 雄 (生物化学 )

代
.谷 次 夫 (動物学 )

笠 原 道 弘 (植物学 )

尾 本 恵 市 (人類学)

鎮 西 清 高 (地質学,兼鉱物学)

鈴 木 秀 夫 (地理学)

任期は原則として 2年とする。 (任期中の交替 ,

再任可)

△
メ モ

0

理 学 部 図 書 委 員 会 を 設 置

さる10月 定例教授会において,理学部図書委員  た事項の実務に関し,必要に応じ各図書室等に対

会の設置が承認され,2月 17日 困第 1回委員会が  し助言・援助及び指導等を行うことを主たる任務

開催 された。 とすることを目的に,かねて懸案とされ設けられ

11))
この委員会は,本学部における図書・雑誌並び  たものである。

に資料の蒐集整理及び閲覧等の方針についての原   なお,委員会の構成は次のとおりである。

案を作成し,教授会等に提出し,そ こで承認され

委 員 長 岩 堀 長 慶 (数学)        委  員

冨1委員長 佐佐木 行 美 (化学)         〃

委  員 榎 本 彦 衛 (情報科学)        ″

″  橋 本 英 典 (物理学)

″  吉 村 宏 和 (天 文学 )

″  斉 藤 正 徳 (地球物理学)

0本 委員長及び副委員長は,全学の図書行政商議

会委員及びその代理となる。

″

　

　

　

〃
　
　
　
　
″
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所属

物 理

物 理

生 化

植物園

数 学

化 学

物 理

生 化

素粒子

生 化

化 学

化 学

物 理‐

官職

助 手

助 手

助 手

助 手

講 師

助教授

助教授

助教授

助 手

助 手

助 手

助 手

助教1授

考備名氏

ユ早

夫

弘

恒

田

松

中

植

地 物

物 理

物 理

天 文

臨 海

事 務

臨 海

技 官

技能員

事務官

用務員

事務官

事務官

事務室
主 任

横 山 茂 之

矢 原 徹 一

加 藤 和 也

大 西 孝 治

塚 田   捷

荒 田 洋 治

駒 宮 幸 男

飯   哲 夫

渡 辺   裕

渡 辺   裕

折 戸 周 治

小 野   昇

根 岸 梅 春

佐々木 かおる

大 木 ふみ江

自 井 幹 郎‐

高 橋   誠

大 塚 幸 男

56 1231

56 12 31

57  1.  1

57  1  1

57  1  1

57  1.  1

57.  1.  1

辞 職

辞 職

採 用

採 用

昇 任

配置換

昇 任

地球物理学科

物 理 学 科

人 事 異 動 報 告

発令年月 日

56. 12 31

57  1.  1

57. 1 1

57  1_  1

57  1  1

57.  1  1

57  1 16

57.  1 16

57.  1 31

57  2  1

57.  2  8

57.  2 16

57  21  1

5611231停年による退職に際し表彰され,記念品が贈られた。

東京大学職員の永年勤続表彰

小 野   昇  殿

根 岸 梅 養  殿

異動 内容

辞 職

転 任

採 用

採 用

昇 任

昇 任

配置換

所属講座変更

辞 職

採 用

復 職

昇 任

配置換

京大助手基礎物理学研究
所より

理学部助手より

東工大教授へ

製寝雰辛港5『身欝賃蓼
理学部化学より

愛媛大学助教授ヘ

理学部附属素粒子施設よ
り

法学部法研‐総務掛長へ

理学部物理よ り

理学部庶務掛より

-10-



外国人客員研究員報告

所属 受入れ散官

物薩 有馬=教
1様

物理 鈴木教授

地質 i久 城 教穣

化学 荷 澤 教 ‐優

・ 国 籍

大韓錮

アメリカ
合 象 国

‐

ソビエ.ト

,蜘

アメリカ
合 衆 国‐

義1  職

餅纏蝙

ブラウン大学教授‐

ソ連科学アカデミ

委り
研究所

カルフォルニア
ー
大

学教授

月)

渡航期間

11. 2‐ ‐～ 1,11

1 5.～ 1.11

1,8～ 7 7

12～ 1,11‐

1=11～ 3 2

1.23～ 2122

118～ 1.25

研究員期間

51■  2 1
1

57. 4,30

57.41
1

57: 3.31

57: 2 1
t

5'7:  5. 131

57 3‐ 27
を

571 71  1

鐵肋

写蜆窃

菫利攀寵

ン纏鼈

名

違李

所属  官穣

数 学 助 手

情 報 教 授‐

地‐1質
‐ 助1教授

数1学 .助教授

人1類 教 授

‐素粒子 助 手

情 報 教 授

氏

HumphFey J`MaiS

L.L.PeFChuk

■ILIStratlss

(1

渡航先国

イ  ン  ド

アィリな合
「
衆国

フ ラ ン ス

市 ブ ィ ツ ピ ン

男菖
イツ郡帥|

泰 アメリカ合衆国

海 外 渡 航 者

憮 鼈 蟄 に関す翻

励鋏憂ポ纂こ夕管
楊纏3誕群鮎.納欄‐

警紗9琴す19〕鯛喜8:えめ

鶴ヽιlぽ諄鰊思混ヅ
調査

電子=場電

…

た.め

言貶mim2予

雄

　

泰

成

　

利

岡

　

井

・摘

　

国

夫

　

議
一

保

　

崎

村
一
　

部

中

　

岡

意
　
　
朝
一
　

利

本

　

藤

　

井

尾
　
　
佐
・

国
一
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昴属1 管職:

情1 報 1助 ‐手

■t.■  |`   ｀

物 鐘r教
1櫻

物ヽ 撃‐ 助教授 折 1戸 周 :治

物 理 勁 手 渡 辺 精 志

民   名   渡航先国   渡繊期間

山 饉 和 紀 アメリ府合錮 11■ 羹 ～ 125

憮曖鸞m2馨

皿 鰤 魏 進

絨懇‐隕躙靱

酉荘炸艘麒型,は
慮趙鵞輝子0隅預

巫轟膝肝野・陽零繭

有 .鵜 朗 人 バ グ́テデン■,

シ ンゴ ポ ー ル
L19～ 1.27

1.31～‐331

月)

2‐ 1[1,31

2. 8～ 2123

214～ 36

躍れ 理 助 手 新 国1 碗ふ イ

.               (2

物 理 助 手 千 1葉 llm 成 ァメリカ合衆‐国

0イ
ツ連邦共和

』
イツ連邦共和

地 理 助蠍攣 永 車

吻 講 師 笠 原

曇重鞍∵T49著暑頸 勒仁
223-884璧齢暉33麹離鐵‐
■20～ 410 確率論に関する研究の|た め瓢

:鋼

4楊
鼈霧絣六

一欄ジ
榊
一轟響

カ
ヤ
　
カ
　
国
力
ｔ

『″　『　攀冽‐、

弘

　

雄

一二

ｔ

一道
　
　
・成
　
緋

横

　

数
　
化

動
　
数

学
　
学
ｌ
ｉ
・
‥
ｒ
ｌｌ

手 楠:岡

疑 '獅 '諄

◎泥棒がね|ら っている.は 意)′ 由
轟
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編 集 後 記

年度鑢 後1孵 部醸 を,停年衡退官される

四i教授の文章で飾ること,ができ1感謝の極みで
―
すo

次号から,編集責任‐者が新しくなり,編集員の

一部献 も―予定されています。この二年間t広報

発行に当たり,各1方面の御‐協力をいただきました。

勧礼申し上げます.. (飲1高)
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